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第１章 計画策定にあたって 

 
 

１ 策定の趣旨 

本町における健康づくり施策については、「七ヶ宿町長期総合計画」および「みやぎ２１健康プラ

ン」に基づき、各種施策の推進に努めてまいりました。 

平成２０年度には、医療制度改革において予防を重視した生活習慣対策を実施することとされ、

医療保険者による糖尿等の予防に着目した特定健診、特定保健指導等の実施が義務化されました。

また、「健康増進法」に基づく基本方針である「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本

的な方針」の一部改正により、地域の実情を踏まえた具体的な目標の設定、市町村健康増進計画に

健康増進事業を位置づけることなどが示されました。 

本町は、さまざまな生活習慣病を引き起こすとされる「肥満者」の割合が県平均を上回っている

状況であり、今後このまま放置することにより、生活習慣病やそれに起因する寝たきりや認知症等

の要介護状態になる人の増加、医療費や介護負担の増大とともに大きな問題となってくると考えら

れます。 

 健康づくりは、それぞれの健康観に基づき個人が主体的に取り組むべきものではありますが、そ

の現実には、個人の力とともに、保健・医療・福祉等にかかわる関係者のみならず、家庭・職場・

学校・地域等が一体となって個人を支援していくことが必要とされます。 

このために「七ヶ宿町健康づくりプラン」を本町における将来的な健康づくりの指標とし、健康

づくりに取り組む町民を増やすとともに、それらの町民に対する支援環境の整備を図るために、地

域の特性を加味した新たな健康づくりの取り組みの方向を示唆するものとして策定したものです。 

 

 

２ 計画の期間 

この「七ヶ宿町健康プラン」の期間は、平成２４年度を初年度とし、平成３３年度を目標年度と

する１０年間とします。 

 

平成 

２４年 

平成 

２５年 

平成 

２６年 

平成 

２７年 

平成 

２８年 

平成 

２９年 

平成 

３０年 

平成 

３１年 

平成 

３２年 

平成 

３３年 

    

中間 

評価 

    

最終 

評価 
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３ 計画の位置づけ 

「七ヶ宿町健康プラン」は、健康増進法の基本指針に基づき、国の「健康日本２１」、県の「みや

ぎ２１健康プラン」を勘案し、「七ヶ宿町長期総合計画」と調合性を図りながら、その施策体系の一

つである「だれもがだいすきな水守の郷しちかしゅく」を実現するため、本町の健康づくりの目指

すべき目標と基本方向を明らかにするものです。 

 

●他計画との位置関係 

 

 

 

【国】

健康日本２１計画

【宮城県】

みやぎ２１健康プラン

【七ヶ宿町】

七ヶ宿町長期総合計画

各個別計画との調合

七ヶ宿町健
康づくりプ

ラン

七ヶ宿町特
定健診・保
健指導計

画

七ヶ宿町介
護保険事
業計画

七ヶ宿町高
齢者保健
福祉計画

七ヶ宿町次
世代育成
支援行動

計画
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第２章 総 論 

 

スローガン：普段から自分の健康を意識しよう～１日１分の健康づくり！ 

１．基本理念 

 

 

２．基本方針 

 

３．計画の視点 

視点１   町民の健康づくりの行動指針          

●具体的な目標と取組の方向性を示すことにより、町民一人ひとりが主体的に

健康づくりに取り組むための行動指針となる計画です。 

 

視点２   子ども・働き盛り世代の生活習慣病予防に重点 

●幼児期からの適切な生活習慣の維持・改善と、働き盛り世代におけるメタボ

リックシンドロームに着目した生活習慣病発症予防の取組を推進します。 

 

視点３   貯健手帳を活用し、町民一体となった健康づくり運動の展開 

●貯健手帳の活用と、町・関係機関等における取組や役割分を明確化し、町民

一体となった健康づくり運動を展開します。 

４．重点項目 

   健康課題のうち、５つの分野について６項目を重点項目として位置づけることとします。 

 取組分野  重 点 項 目 

適切な生活習慣の 

維持・改善 

栄養・食生活 
重点項目１ 適正体重の維持 

重点項目２ バランスのとれた食生活の実現 

身体活動・運動 重点項目３ 生活での身体活動・運動量の増加 

歯科 重点項目４ ８０２０運動の推進 

生活習慣病の 

発症予防・重症化予防 

生活習慣病 重点項目５ 生活習慣病の減少 

がん 重点項目６ がん健診受診による早期発見 

 

町民の一人ひとりが生きがいを持ち、充実した人生を健やかに安心して暮らせる 

健康七ヶ宿の実現 

「一次予防」の重視、生活の質の（QOR）の向上、「健康寿命」の延伸 
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５．本町の現状 

（１）少子・高齢化の進む人口構造                            

●総人口と高齢者人口の推移 ～ 総人口は減少傾向、高齢化率は４０％以上 

 

資料：住民基本台帳 各年４月１日現在 

平成１８年から平成２２年にかけての総人口と高齢者人口の推移をみると、「総人口」については、

減少傾向にあり、平成２２年には１７４４人と、平成１８年と比較し１６１人の減少となっていま

す。また、「高齢化率」の推移をみると、平成２２年は４３．８％と、平成１８年と比較し２．２％

の増となっています。 

 

●出生数の推移 ～ 出生率は１％未満 

 

資料：住民基本台帳 

平成１８年から平成２２年にかけての出生数の推移をみると、平成１８年、１９年、２２年は１

０名程度の出生数であった。平成２０年には１８人の出生があったが、平成２１年には２人となり、

各年度に出生数のばらつきがある。 
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●年齢階層別人口の推移 ～ 全ての階層で減少傾向 

 

 資料：住民基本台帳 各年４月１日現在 

平成１８年から平成２２年にかけての年齢階級別人口の推移を見てみると、全ての階層において

減少傾向が続いており、５年間で「０～１４歳」は３４人、「１５～３９歳」は６３人、「４０～６

４歳」は４６人、「６５歳以上」は２８人の減少となっています。 
 
（２）本町の疾病構造                                     

●主要死因別死亡者の推移 ～ １位・悪性新生物、２位・心疾患、３位・脳血管疾患 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              資料：H18～20宮城県衛生統計年報                資料：H20宮城県衛生統計年報  

本町の人口規模では単年度で死因の傾向を判断することが難しいため、平成１８年から２０年ま

での３年間の平均をみると、死因の第１位はがん（悪性新生物）、２位が心疾患、３位が脳血管疾患

となっています。がん（悪性新生物）、心疾患、脳血管疾患の三大生活習慣病で死亡する割合は、全

死亡数の７３％となっています。 
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19%

脳血管疾患

15%
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その他
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●生活習慣病関連疾患の医療機関受診率と受診状況 ～ ３０％が生活習慣病で受診 

 

 
 
 
 
 

平成２２年５月における七ヶ宿町国保被保険者の生活習慣病関連疾患の医療機関受診率をみると、

生活習慣病関連疾患で受療している者の割合は全体で３０％となっています。年代別にみると、７

０代以上で６１％の生活習慣関連疾患で受診をしています。 
 

 

 
               資料：平成 22年 5月七ヶ宿町国保診療分 

また、生活習慣病関連疾患で受診した者の受診状況をみると、「高血圧症」が男性７５％、女性６

９％と最も高く、次いで「高脂血症」が男性４１％、女性６６％、「糖尿病」が男性４２％、女性３

８％と高くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

24%

15%

42%

75%

41%

12%

10%

38%

69%

66%

0% 20% 40% 60% 80%

脳血管疾患

虚血性心疾患

糖尿病

高血圧症

高脂血症

生活習慣疾患の受診状況

女性

男性

  被保険者数 

（人） 

受診実人数 

（人） 

生活習慣病対象者 

（人） 割合 

男性 ２５８ １２４ ７１ ２８% 

女性 ２４７ １４７ ８２ ３３% 

計 ５０５ ２７１ １５３ ３０% 

n=35 

n=74 
n=64 

n=41 
n=36 

n=11 
n=13 

n=71 

n=20 
n=13 
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●年齢調整受診率 ～ 他市町と比べて、女性の糖尿病、脂質異常症の受診率が高い 

病名 糖尿病 高血圧症 脂質異常症 心疾患 脳血管疾患 
男性 ３６位（4.9%） ３２位（10.2%） ２０位（ 6.3%） ２０位（2.4%） ２６位（1.5%） 
女性 １位（8.0%） ３６位（ 8.9%） ２位（10.8%） ３７位（1.3%） １９位（1.2%） 

               資料：平成 22年 5月宮城県国保診療分 

平成２２年５月における七ヶ宿町国保被保険者の医療機関状況について年齢調整受診率でみると、

宮城県３９保険者のうちで、糖尿病（１位）と脂質異常症（２位）と女性の受診率が高くなってい

ます。 
 

●運動・栄養改善に関する意識 ～ 改善するつもりがない者は男性５２％、女性４２％ 

 
運動や食生活等の改善に関する意識について、「改善するつもりがない者」は男性５２％、女性４

２％となっています。既に取り組んでいる者は男性２２％、２８％となっています。改善するつも

りのある者は男性２６％、女性３０％となっています。

改善するつもり

がない
52%

改善するつ

もりである
26%

少しずつ始めて

いる
5%

取り組んでいる

（６ヶ月未満）
5%

取り組んでいる

（６ヶ月以上）
12%

運動や食生活等の改善をしてみようと思いますか？

（男性）

改善するつ

もりがない
42%

改善するつもり

である
30%

少しずつ始めて

いる
8%

取り組んでいる

（６ヶ月未満）
4%

取り組んでいる

（６ヶ月以上）
16%

運動や食生活等の改善をしてみようと思いますか？

（女性）
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11%

0%

63%

71%

20%

11%

6%

18%

仙南管内(n=1119)

七ヶ宿町(n=28)

３歳６カ月児 体格指数

やせ 正常 太りぎみ 太りすぎ

第３章 各 論 

 
１ 重点項目の取組と目標 

●○●栄養・食生活●○● 
 重点項目１ 適正体重の維持 、重点項目２ バランスのとれた食生活の実現                              

 

スローガン 

 太りすぎに気をつけよう   規則正しい食生活をこころがけよう 

野菜をおいしく食べる料理を伝えよう 

現 状 

●３歳６カ月児の体格指数（カウプ指数） ～ 正常・太りすぎの割合が仙南で一番高い 

仙南管内と比較して、正常が

７１％、太りすぎが１８％と高

い傾向にあります。特に太りす

ぎの子が仙南管内より１２％

高くなっています。 

 

資料：平成 19～21年度 3歳 6カ月児健    

康診査結果  

 

 

 

●小学生・中学生の肥満者の状況 ～ 小学生、全国平均より大幅に増加 

中学生は全国平均並みです

が、小学生は２０％以上と肥満

率が高く、全国平均を上回って

います。 

 

資料：平成 22年度身体測定結果 

 

 

 

 

七ヶ宿町健康プラン 

 

21%

25%

8%

20%

27%

7%

関小 湯小 中学生

小学生・中学生 肥満者の割合（性別・学校別）

男性 女性

n=24 n=12 n=25 n=11 n=24 n=15 

 
平成 21 年度 肥満児の割合 

（小学 5 年生） 
全国  男：10.8％ 女： 8.3％ 
宮城  男：15.1％ 女：11.4％ 

（中学 2 年生） 
全国  男：10.8％ 女：13.8％ 
宮城  男： 9.4％ 女：  9.5％ 
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29%

64%

52%

29% 26% 23%
29%

24%

50%

40%

30%
33%

20%
26%

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～74歳 75歳以上 全体

２０歳の時から体重が１０kg以上増加している者

男性 女性

●３０歳以上の肥満者（BMI２５以上）の状況 ～ ４０～５０代で増加傾向 

 

  

４０代から５０代で増加す

る傾向がみられます。特に、４

０代男性の肥満者の割合が４

５％、５０代男性で５２％と高

くなっています。 

 

資料：平成 22年度七ヶ宿町特定健康診査 

 

 

●２０歳時の体重から１０kg 以上増加している者の状況 ～ ４０～５０代で増加傾向  

 

 

４０代から５０代で増加す

る傾向がみられます。特に４

０代で男性６５％、女性５

０％と急増する傾向がみられ

ます。 
 

資料：平成 22年七ヶ宿町度特定健康診査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29%

45%
52%

29% 26% 25%
29%29%

38% 40%
34%

40%

27%
31%

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～74歳 75歳以上 全体

３０歳以上 肥満者の割合（性別・年齢階級別）

男性 女性

n=3 n=2 n=5 n=5 n=13 n=8 n=13 n=17 n=9 n=17 n=35 n=47 n=97 n=77 

n=2 n=4 n=7 n=4 n=13 n=8 n=13 n=15 n=9 n=14 n=33 n=35 n=77 n=80 
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●子どもの栄養・食生活状況 ～ 食事をきちんと食べている、おやつの量や回数に乱れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 19～21年 3歳 6カ月健康診査結果 

 

 

      

 

 

 

 

資料：平成 23年度生活状況調査 

３歳６カ月の９５％以上が３食食べている 

おやつの量を決めている親は４６％と仙南

管内（７２％）と比較して低い 
 

おやつの回数を決めている親は５７％と

仙南管内（７６％）と比較して低い 

小学生の必ず食べる者は９

０％以上、中学生になると８

６％と低くなっている 

98%

96%

2%

4%

仙南管内(n=776)

七ヶ宿町(n=28)

３歳６カ月児 １日３食食べる者

食べない 食べる

72%

46%

28%

54%

仙南管内(n=1016)

七ヶ宿町(n=28)

３歳６カ月児 おやつの量について

決めてない 決めている

93% 95%
86%

7% 0%
14%

0% 5% 0%

関小(n=42) 湯小(n=21) 七中(n=36)

小学生・中学生 朝食の状況

必ず食べる 時々食べないときがある いつも食べない

76%

57%

23%

43%

仙南管内(n=489)

七ヶ宿町(n=28)

３歳６カ月児 おやつの回数について

決めてない 決めている
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29%

9%
12%

9%
6%

3%
6%6%

13%
10%

2%
5%

2% 4%

朝食を抜くことが週３回以上ある者

男性 女性

57%

18%

40%

22% 21%
13%

19%

35%

25% 25% 26%

17%
13%

18%

人と比較して食べる速度が速い者

男性 女性

14%

27%
32%

22% 24%
28% 27%

0%

38%

20%

8%

17% 17% 15%

就寝前の２時間以内に夕食をとることが

週３回以上ある者

男性 女性

29% 27%

16%

7%
3%

9% 10%12%

0%

10% 10%
7%

10% 10%

夕食後に間食をとることが

週３回以上ある者

男性 女性

●３０歳以上の栄養・食生活の状況 ～ 男性の欠食・早食い・夜の間食習慣がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３０代男性の欠食が２９％と多い  
３０代男女と５０代男性の食べる速度が

早い 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

就寝前の２時間以内に夕食をとることが週

３回以上ある者は、女性４０代３８％、男性

５０代３２％ 

 
夕食後に間食をとることが週３回以上あ

る者は、男性の３０～４０代で約３０％ 

 
資料：平成 22年度七ヶ宿町特定健康診査 

 

 

 

n=2 n=1 n=1 n=1 n=3 n=2 n=4 n=1 n=2 n=2 n=4 n=4 n=6 n=4 n=2 n=2 n=10 n=5 n=10 n=13 n=7 n=7 n=18 n=23 

n=0 n=1 n=3 n=3 n=3 n=5 n=30 n=40 n=7 n=8 n=4 n=10 n=4 n=8 n=2 n=4 n=0 n=3 n=2 n=2 n=13 n=18 n=3 n=1 

n=16 n=11 n=51 n=56 

n=70 n=48 n=26 n=30 
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14%
18%

52%
44%

35% 35% 37%

18%

0%
5% 4%

0% 1% 3%

お酒を毎日飲む者

男性 女性

●アルコール摂取の状況 ～ 男性の約４０％が飲酒、その約半数は１～２合毎日飲酒 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：平成 22年度七ヶ宿町特定健康診査 

 
アルコールを、「毎日飲む者」の割合は、全体で男性３７％、女性３％で、特に男性の５０才では５２％

と高くなっています。また、毎日飲酒している１日あたりの飲酒量は約半数が１～２合と多くなってい

ます。 
目標値 

 

項  目 現状 目標 

肥満者の割合の減少 

３歳６カ月児 ２９％ 
１０％減少 

小学生 ２３％ 

中学生 ８％  ５％減少 

３０代以上男性 ２９％ 
１０％減少 

３０代以上女性 ３１％ 

朝食を毎日食べる者の増加 中学生 ８６％ ９５％以上 

３歳６カ月児のおやつの量と回数を決

めている人の増加 

量を決めている ４６％ 
９０％以上 

回数を決めている ５７％ 

朝食を抜くことが週３回以上ある者の

減少 

３０代以上男性 ６％  ３％以下 

３０代以上女性 ４％ ０％ 

人と比較して食べる速度の速い人の減

少 

３０代以上男性 １９％ 
１５％以下 

３０代以上女性 １８％ 

夕食後に間食をとる者の減少 
３０代以上男性 １０％ 

５％以下 
３０代以上女性 １０％ 

毎日飲酒する人の適量飲酒（１日１合未

満）の増加 

３０代以上男性 
３８％ ６０％以上 

３０代以上女性 

資料：平成 22年特定健診受診者結果 

 

１合未満

(n=40)
38%

１～２合未

満(n=50)
47%

２合～３合

未満(n=15)
14%

３合以上

(n=1)
1%

毎日飲酒する人の１日あたりの飲酒量

n=12 n=2 n=20 n=1 n=13

 

n=0 n=2 n=3 n=1 n=2 n=50 n=0 n=8 n=98 
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主な取り組み    

                

項目 推進内容 推進主体 

栄養・食生活に 

関する情報発信 

・広報誌やホームページ等よる正しい情報の提供 保健センター 

・給食施設からの情報発信 保育所・学校 

・健診結果情報等の分析及び情報提供 保健センター 

栄養や食生活に 

関する教室や相談の 

場の提供 

・子どもを対象とした望ましい食習慣の実践に関

する教室等の実施及び支援 

保育所・学校・公民館 

・保健センター 

・働き盛り世代に対して望ましい食習慣に関する

支援や普及啓発の実施 

事業所・県・ 

保健センター・食改 

・生涯にわたり健康に暮らしていくため、身近な

場所での相談や教室の開催 
保健センター・公民館 

・メタボリックシンドローム予備軍、該当者への

栄養指導（特定健診・保健指導によるもの） 
保健センター 

・地区での望ましい食生活の講習会や普及啓蒙活

動の実施 
保健センター・食改 

食環境の整備 

・給食施設との連携、地場産品の推進 
学校・介護施設・商工会・

農協・保育所・町 

・安全農作物の生産、販売 町・商工会・農協 

・土産品一品開発のによる地場産品や雇用の推進 町 

人材の育成 

・各職域栄養士の連携強化 各職域栄養士 

・食生活改善推進部等の育成及び活動支援 保健センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

貯健手帳とは？ 
 「健康を貯金する」という意味があり、町全体で健康づくり運動に取り組んでいくための手帳です。自分

の変化に早めに気づいて早めに対処することが病気を未然に防ぎ、健康維持につながります。 
手帳の種類は①未就学児、②小学生、③中高生、④大人、⑤お年寄りの５種類あり、毎日変わる“こころ”

と“からだ”の変化を毎日チェックしていきます。 
日々の努力は「健康ポイント」として加算され、さまざまな特典が獲得できる制度です。 
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●○●身体活動・運動●○● 
 重点項目 ３ 生活での身体活動・運動量の増加                                     

 

スローガン 

雪はき、農作業もりっぱな身体活動 

季節を問わず、年中通して続けられる運動を見つけよう 

 

現 状 

●身体活動・運動の状況 ～ 運動習慣は比較的あり、日常生活は活動的 

 

 
 資料：平成 22年度七ヶ宿町特定健康診査 

運動習慣のある者の割合は、男性４７％、女性３７％となっています。 
日常生活において歩行又は同等の身体活動を１日１時間以上実施している者は、男性７０％、女

性６０％となっています。 

57%
64%

28% 31%

50% 52%
47%

18%
25%

15% 20%

38%
47%

37%

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～74歳 75歳以上 全体

１回３０分以上の軽く汗をかく運動を

週２回以上、１年以上実施している者

男性 女性

57%

91%

60% 58% 56%

77%
70%

59% 63% 60%

44%

60% 65% 60%

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～74歳 75歳以上 全体

日常生活において歩行又は同等の身体活動を

１日１時間以上実施している者

男性 女性

n=3 n=4 n=16 n=3 n=7 n=2 n=7 n=17 n=10 n=14 n=116 n=123 n=82 n=74 

n=187 n=25 n=19 n=22 n=26 n=12 n=15 n=5 n=10 n=10 n=4 n=113 n=109 n=183 
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目標値 

 

項  目 現状 目 標 

・運動習慣のある人の増加 

（３０分以上、週２回、１年以上） 

３０代以上男性 ４７％ ６０％以上 

３０代以上女性 ３７％ ５０％以上 

・歩行又は同等の身体活動を１日１

時間以上実施している人の増加 

３０代以上男性 ７０％ ８０％以上 

３０代以上女性 ６０％ ７０％以上 

・運動教室に参加する人の増加 ３０代以上男女 延べ６０名 延べ２００人 

１）平成 22年七ヶ宿町特定健診受診者結果、２）平成 22年度運動教室実績 

 

 

主な取り組み                      

 

項目 推進内容 推進主体 

身体活動・運動に 

関する知識の普及 

・広報誌やホームページ等よる正しい情報の提供 
保健センター・ 

教育委員会・公民館 

・運動教室において、身体活動・運動の効果・方法

の普及 

保健センター・ 

教育委員会・公民館 

運動体験の場の 

提供 

・運動の体験や実技を取り入れた健康づくり教室の

開催 

保健センター・ 

公民館 

・メタボリックシンドローム予備軍、該当者に対す

る運動指導の実施（特定保健指導によるもの） 
保健センター 

・運動の継続と地域への普及を図るため、運動教室

等の終了後の自主グループへの支援の推進 

保健センター・ 

教育委員会・公民館 

・各種団体と連携した運動体験の場の提供 
社会福祉協議会 

・老人クラブ等 

運動の環境整備 ・ウオーキングを楽しめる環境整備（コース紹介等） 
保健センター 

・産業振興課 
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●○●歯 科●○● 
 重点項目 ４ ８０２０運動の推進                                        

 

スローガン 

子どものむし歯をなくそう     

年をとっても自分の歯で食べられるようにしよう 

現 状 

●３歳児のむし歯状況 ～ 全国と比較してむし歯が多い 

 七ヶ宿町１） 宮城県２） 全国２） 

むし歯保有者率 ３６％ ３６％ ２５％ 

一人平均むし歯数 １．８９本 １．５２本 ０．９４本 

資料１）：平成 19～21年度 3歳児歯科健康診査結果、 資料２）：平成 20年度 3歳児歯科健康診査結果 

●小学生・中学生のむし歯状況 ～ 湯小・中学校のむし歯が多い 

 関小 湯小 中学生 

一人平均むし歯数（男性） ０．２本 (n=23) ６．０本 (n=12) ４．２本 (n=24) 

一人平均むし歯数（女性） ０．４本 (n=25) ３．５本 (n=11) ４．７本 (n=15) 

参考：平成２０年度１２歳児の一人平均むし歯本数 全国１．４本、宮城県１．８本 

資料：平成 22年度歯科健康診査結果 

●歯周病検診の受診率 ～ 歯周病検診は１０％未満 

 平成２０年 平成 2１年 

歯周病検診受診率 ８．４％ ７．８％ 

 

目標値 

 

項  目 現状 目 標 

・３歳児の１人平均むし歯保有率の減少 ３６％ ２５％以下 

・３歳児の１人平均むし歯数の減少 １．８９本 １本以下 

小学生の１人平均むし歯保有率の減少 

男性 
関小 ０．２本 

湯小 ６．０本 
２本以下 

女性 
関小 ０．4 本 

湯小 3．5 本 
２本以下 

中学生の１人平均むし歯保有率の減少 
男性 ４．２本 ３本以下 

女性 ４．７本 ３本以下 

歯周病健診の受診率の向上 ７．８％ １５％以上 
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主な取り組み                     

 

項 目 推 進 内 容 実施主体 

歯科保健普及 

啓発活動 

・広報や HP 等を活用した歯の健康づくりの普及

啓発 

学校・ 

保健センター 

・「むし歯予防教室」等の実施による普及啓発 
歯科医師会・学校・ 

保育所・保健センター 

かかりつけ歯科医の 

推進 

・かかりつけ歯科医による定期的な歯科検診の受診

の推進 

医療機関・学校 

保健センター 

ライフステージに応じた

歯科保健施策の推進 

・親子歯科健診の推進 
歯科医師会・ 

保健センター 

・学校歯科保健活動の充実 学校・歯科医師会 

・歯周病検診やフッ化塗布の推進 
歯科医師会・ 

保健センター 

・高齢者の口腔ケアの推進 
歯科医師会・ 

保健センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



七ヶ宿町健康づくりプラン 20 

●○●生活習慣病●○● 
 重点項目 ５ 生活習慣病の減少                                       

 

スローガン 

自分の健康状態を把握し、肥満や糖尿病を早期に予防しよう 

 

現 状 

●メタボリックシンドロームの状況 ～ 男性の５０代で約５割がメタボ該当 

 

資料：平成 22年度七ヶ宿町特定健康診査 

男性の４２％、女性の３１％がメタボリック症候群該当者または予備軍であり、男性は５０代で

５８％が該当しています。宮城県や仙南と比較すると該当者率が高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4%
18%

48%
36%

26%
33%

14%

18%

8%

7%
12%

9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

メタボリック症候群の該当者及び予備群

（男性）

該当者 予備軍

6%

25% 25% 22% 26% 24%12%

13%
0% 8% 5% 7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

メタボリック症候群の該当者及び予備群

（女性）

該当者 予備軍

 
（平成２２年度特定健診法定報告 保険者別結果一覧） 

宮城県  該当者２１％ 予備軍１１％ 
仙 南  該当者２３％ 予備軍１１％ 
七ヶ宿町 該当者３０％ 予備軍 ８％ 
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●腹囲、血糖、血圧、血中脂質のメタボリック症候群リスクの状況

 
全体の３７％が基準値以上 

（男性の４６％、女性２９％が基準値以上） 
※宮城県は３５％が基準値以上 

 
全体の７６％が要指導、要医療者は１０％ 

※宮城県は５９％が要指導、要医療は８％ 

 

 

全体の２５％が要指導、要医療者は２４％ 
※宮城県は要指導２４％、要医療は２４％ 

 
全体の２０％が要指導、要医療者は１５％ 

※宮城県は要指導２５％、要医療は２４％ 

 資料：平成 22年度七ヶ宿町特定健康診査 

 
 
 
 

46%

29%
37%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

男性(n=56) 女性(n=40) 全体(n=96)

「腹囲」

男性８５㎝以上、女性９０㎝以上の者
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●喫煙の状況 ～ ３０代男性の８１％、女性の２６％が喫煙 

 

 資料：平成 20-22年度七ヶ宿町特定健康診査 

現在、たばこを習慣的に吸っている者の割合は、３０代の男性８１％、女性２６％と高くなっており、

対応が必要である。 
 
 
 

目標値 

 

項  目 現状 目標 

特定健診受診率の向上 ４０～７４歳男女 ６５％ ７０%以上 

特定保健指導実施率の向上 ４０～７４歳男女 ２５％ ４５％以上 

メタボリック症候群予備軍の減少 
３０～７４歳男性  ９％ 

５％以下 
３０～７４歳女性  ７％ 

メタボリック症候群該当者の減少 
３０～７４歳男性 ３３％ 

１０％減少 
３０～７４歳女性 ２４％ 

ヘモグロビン A1c 要指導者の減少 
３０～７４歳男性 ７２％ 

２０％減少 
３０～７４歳女性 ８０％ 

ヘモグロビン A1c 要医療者の減少 
３０～７４歳男性 １１％ 

５％減少 
３０～７４歳女性  ９％ 

高血圧要指導者の減少 
３０～７４歳男性 ３０％ 

１０％減少 
３０～７４歳女性 ２２％ 

81%

50%

32%
27%

20%
12%

20%
26%

11% 8%
2% 3% 3% 5%

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～74歳 75歳以上 合計

現在、たばこを習慣的に吸っている

男性 女性

n=13 n=4 n=24 n=5 n=18 n=48 n=166 n=49 n=27 n=6 n=39 n=13 n=15 n=3 
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高血圧要医療者の減少 
３０～７４歳男性 ２５％ 

１０％減少 
３０～７４歳女性 ２３％ 

LDL 要指導者の減少 
３０～７４歳男性 ２７％ 

５％減少 
３０～７４歳女性 １３％ 

LDL 要医療者の減少 
３０～７４歳男性 １２％ 

５％減少 
３０～７４歳女性 １８％ 

喫煙率の減少 
３０～７４歳男性 ２０％ １０％以下 

３０～７４歳女性  ５％  ２％以下 

貯健手帳を活用する者の増加 
3 歳以上 

― ９0％以上 

資料：平成 22年特定健診受診者結果   

 

主な取り組み     

 

項 目 推 進 内 容 推進主体 

正しい知識の普及と 

健康の自己管理に 

関する意識の啓発 

・広報誌や HP 等を活用した正しい情報の提供 
県・保健センター 

・医師会 

・健診結果についての情報提供や保健指導、健康教室等

による知識の普及び生活習慣改善の動機づけ 

保健センター 

医師会・医療機関 

予備軍、有病者の 

早期発見、支援 

・健診、保健指導受診についての普及啓発の実施と受診

しやすい日時、場所の設定など受診機会の拡大による

受診率の向上 

保健センター・ 

保健会 

・ハイリスク者に対する、効果的な保健指導による生活

習慣改善のための動機づけ支援及び実践への支援 

保健センター 

・診療所 

重病化の予防 
・医療機関等での適切な治療および栄養、服薬等の生活

指導の徹底 

保健センター・ 

医師会・医療機関 

たばこに関する知識の

普及、禁煙支援 

・喫煙の健康影響に関する知識の普及 

・喫煙者への禁煙支援 

保健センター 

・医療機関 

貯健手帳の活用 
・毎日自分の健康チェックを行うとともに、町全体で健

康づくり運動の実施 
町 
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●○●が ん●○● 
 重点項目 ６ がん健診受診による早期発見                                         

 

スローガン 

生活習慣の改善と、がん検診の受診により、がんからあなたの身を守りましょう 

現 状 

●各種がん検診の受診状況 ～ 胃がん検診の受診率低下 

 

資料：平成 22年各種がん検診受信状況  

目標値 

 

項  目 現状 目標 

がん検診受診率の向上 

胃がんの受診率 ３０％（５１％） 

７０％ 

結核・肺がんの受診率 ５９％（７６％） 

大腸がんの受診率 ３９％（５５％） 

子宮がんの受診率 ３４％（５０％） 

乳がんの受診率 ３７％（４９％） 

前立線がんの受診率 ４５％（５９％） 

資料：平成 22年がん検診実施結果。（ ）内は医療機関で受診するなど理由のある者を含めた数  

主な取り組み                      

 

項 目 推 進 内 容 推進主体 

がん予防及び検診に 

関する知識の普及 

・広報誌や HP 等の活用による情報提供 県・保健センター 

・健康教室等による知識の普及 保健センター 

検診受診勧奨 ・未受診者の把握と積極的な受診勧奨の実施 
保健センター 

・保健会 

30%

59%

39%

34%

37%

45%

21%

17%

16%

16%

12%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

胃がん

結核・肺がん
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子宮がん

乳がん

前立線がん

各種がん検診の受診状況

受診率

受けない理由あり
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第４章 計画の推進体制 

 
 

１．推進組織 

プランの効率的かつ継続的な推進を目的として、教育・医療・職域・関係団体で構成する「七ヶ

宿町健康づくり推進協議会」で、関係機関のネットワークの構築、連携の強化、情報の共有化を進

めながら、健康づくりに関する多様な取り組みを推進することとします。 

 

 

２．関係機関の役割 

 町民の健康づくりを支援していく上で、行政機関、家庭、学校、職場。関係団体等は、健康づく

りの牽引者として、各々の立場で役割を果たしていくことが必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町民

町

学校

職場
保健・医
療専門

家

住民

組織

普段から、自分の健康を意識しよう～１日１分の健康づくり！ 

だれもがだいすきな水守の郷しちかしゅく 

・町民に身近できめ細かい

町民主体の健康づくり 

・健康づくりに関連した地

域への貢献 

 ・子どもまたは保護者に対する健

康に関する学習や体験の提供 

・健康教育、ネットワークづくり

の充実 

 

・専門家の立場からの情報・技術の

提供 

・町民に身近できめ細かいサービス

の提供 

 

・健康づくり施策の推進 

・各関係機関との連携による取組 

・健康づくりに必要な情報提供、保健サービスの提

供 

・健康に配慮した職場環境の整備 

・労働環境の改善、産業保健の推進 

七ヶ宿町健康づくりプラン 

 

貯健手帳の活用 
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七ヶ宿町保健連合会長 小関 洋子  

七ヶ宿町保健連合会食生活改善推進部長 根元 初子  

七ヶ宿町校長会長 中嶋 英信  

七ヶ宿町商工会長 武藏 重幸  

みやぎ仙南農業協同組合七ヶ宿支店長 米谷 雄二  

株式会社ミヤギタノイ工場長 海藤 正彦  

七ヶ宿町教育委員会教育長 齋藤 功一  
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七ケ宿町健康づくり推進協議会条例 
昭和 53 年 10 月 9 日 

条例第 29 号 
(設置) 
第 1 条 町長の諮問に応じ、町民の健康づくりに関する事項を審議、企画するため、七ケ宿町健康づく

り推進協議会(以下「協議会」という。)を置く。 
(組織) 
第 2 条 協議会は、委員 15 人以内で組織する。 
2 委員は、非常勤とし次の各号に掲げる者のうちから町長が委嘱する。 
(1) 関係行政機関を代表する者 
(2) 保健医療関係団体を代表する者 
(3) 地区衛生組織を代表する者 
(4) 学校、事業所等を代表する者 
3 町長は、必要に応じ健康づくりの推進に関し、学識を有する者を臨時委員として委嘱することができ

る。 
(任期) 
第 3 条 委員の任期は、2 年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 
2 町長において必要と認めるときは、前項の規定にかかわらず任期中においても委員を解任することが

できる。 
(会長及び副会長) 
第 4 条 協議会に会長及び副会長 1 人を置く。 
2 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。 
3 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 
4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 
(審議事項) 
第 5 条 協議会は、次に掲げる事項を審議する。 
(1) 保健計画の策定に関する審議、答申に関すること。 
(2) 保健センターの設置及び運営に関すること。 
(3) 地区保健問題の把握及び対策に関すること。 
(4) 健康づくりの啓蒙普及の計画に関すること。 
(5) 健康づくりの集い及び家庭健康教室等開催計画に関すること。 
(6) 民間組織の活動の連携調整に関すること。 
(7) 協議会の主催事業に関すること。 
(8) その他必要な事項 
(会議) 
第 6 条 協議会の会議は、町長の諮問に応じて会長が招集し、会長がその議長となる。 
2 協議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 
3 協議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
(庶務) 
第 7 条 協議会の庶務は、保健福祉課において処理する。 
(委任) 
第 8 条 この条例に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、町長が定める。 
附 則 
この条例は、公布の日から施行する。 
附 則(平成 12 年条例第 43 号) 
この条例は、平成 13 年 4 月 1 日から施行する。 
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